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表

将
軍

年
号

西
暦

月
日

事

項

家
光

正
保
二

一
六
四
五

六
・
二
二

浅
野
長
直
、
播
磨
国
赤
穂
に
移
封

家
綱

寛
文
元

一
六
六
一

赤
穂
城
完
成

七

一
六
六
七

八
・
一
一

浅
野
長
矩
、
江
戸
本
邸
に
生
ま
れ
る

延
宝
三

一
六
七
五

三
・
二
三

浅
野
長
矩
、
襲
封
（
９
歳
）

綱
吉

天
和
三

一
六
八
三

二
・

六

浅
野
長
矩
、
勅
使
饗
応
役
を
拝
命
（

歳
）

17

三
・

七

吉
良
義
央
、
高
家
肝
煎
と
な
る
（

歳
）

43

二
五

浅
野
長
矩
、
勅
使
饗
応
役
を
勤
め
る

四
・

九

あ
ぐ
り
（

歳
）
、
浅
野
長
矩
に
輿
入
れ

12

元
禄
元

一
六
八
八

一
一

柳
沢
保
明
、
側
用
人
と
な
る

七

一
六
九
四

二
・
一
一

中
山
安
兵
衛
、
高
田
馬
場
で
決
闘
（

歳
）

25

一
四

一
七
〇
一

一
・
二
八

吉
良
義
央
、
年
頭
の
賀
使
と
し
て
御
所
に
参
内
（

歳
）

61

二
・

四

浅
野
長
矩
、
勅
使
饗
応
役
を
拝
命

二
九

吉
良
義
央
、
江
戸
に
帰
着

三
・
一
一

勅
使
・
院
使
、
江
戸
に
到
着

一
二

勅
使
・
院
使
、
将
軍
綱
吉
に
拝
謁

一
四

浅
野
長
矩
、
吉
良
義
央
に
刃
傷
。
長
矩
、
即
日
切
腹
（

歳
）

35

一
五

浅
野
大
学
、
閉
門
。
赤
穂
受
城
使
任
命

一
七

浅
野
家
上
屋
敷
等
収
公

一
九

急
使
、
赤
穂
に
到
着

二
〇

赤
穂
藩
で
藩
札
引
き
替
え
開
始

二
六

吉
良
義
央
、
役
職
辞
任

二
七

赤
穂
城
中
に
お
い
て
大
評
定
始
ま
る

四
・
一
六

受
城
使
、
赤
穂
城
下
に
到
着

一
九

城
明
け
渡
し
完
了

六
・
二
五

大
石
内
蔵
助
、
赤
穂
城
下
を
退
去

二
八

大
石
内
蔵
助
、
京
都
山
科
に
転
居

八
・
一
九

吉
良
義
央
、
呉
服
橋
門
内
か
ら
本
所
一
ツ
目
へ
屋
敷
替
え

一
二
・
一
二

吉
良
義
央
、
隠
居

一
五

一
七
〇
二

一
・
一
一

第
一
次
山
科
会
議

一
四

萱
野
三
平
切
腹

二
・
一
五

第
二
次
山
科
会
議
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将
軍

年
号

西
暦

月
日

事

項

四
・
一
五

大
石
内
蔵
助
、
妻
子
を
離
別

七
・
一
八

浅
野
大
学
、
広
島
浅
野
本
家
に
永
の
預
か
り
と
な
る

二
八

円
山
会
議
。
仇
討
ち
決
定

一
〇
・

七

大
石
内
蔵
助
、
京
都
を
出
立

二
三

大
石
内
蔵
助
、
鎌
倉
に
到
着

二
六

大
石
内
蔵
助
、
川
崎
に
到
着

一
一
・

五

大
石
内
蔵
助
、
江
戸
に
到
着

二
九

大
石
内
蔵
助
、
金
銀
請
払
帳
を
瑶
泉
院
用
人
に
提
出

一
二
・

五

討
入
り
予
定
日
。
将
軍
の
柳
沢
邸
お
成
り
の
た
め
延
期

一
四

赤
穂
浪
士
、
吉
良
邸
に
討
入
り
。
義
央
を
討
ち
取
る

一
五

赤
穂
浪
士
、
大
名
四
家
に
お
預
け

二
三

幕
府
で
評
定
が
行
わ
れ
る

一
六

一
七
〇
三

二
・

四

赤
穂
四
十
六
士
、
切
腹
。
吉
良
義
周
は
信
濃
高
島
に
配
流

四
・
二
七

四
十
六
士
の
遺
児
で
十
五
歳
以
上
の
者
を
伊
豆
大
島
に
配
流

宝
永
元

一
七
〇
四

六･

二

上
杉
綱
憲
、
江
戸
で
没
す
（

歳
）

42

八･

八

吉
良
義
央
の
妻
富
子
、
江
戸
で
没
す
（

歳
）

62

三

一
七
〇
六

一･

二
〇

吉
良
義
周
、
配
流
先
の
信
濃
高
島
で
没
す
（

歳
）

22

八･

一
二

桂
昌
院
一
周
忌
の
大
赦
に
よ
り
、
大
島
配
流
の
遺
児
、
赦
免

六

一
七
〇
九

一･

一
〇

将
軍
綱
吉
没
す
（

歳
）

64

家
宣

八･

二
〇

綱
吉
死
去
の
大
赦
に
よ
り
、
浅
野
大
学
赦
免

七

一
七
一
〇

九･

一
六

浅
野
大
学
、
五
百
石
を
賜
わ
り
、
浅
野
家
再
興

家
継

正
徳
三

一
七
一
三

内
蔵
助
の
遺
児
大
三
郎
、
浅
野
本
家
に
千
五
百
石
で
仕
官

四

一
七
一
四

六･

三

瑶
泉
院
没
す
（

歳
）

43

家
重

延
享
四

一
七
四
七

寺
坂
吉
右
衛
門
没
す
（

歳
）

83

寛
延
元

一
七
四
八

八
・
一
四

大
坂
の
竹
本
座
で
人
形
浄
瑠
璃
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
初
演

二

一
七
四
九

二
・

六

江
戸
の
森
田
座
で
歌
舞
伎
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
初
演

①
…
…
内
匠
殿
を
呼
び
参
り
候
や
う
申
し
遣
は
し
候
と
こ
ろ
、
す
な
は
ち
内
匠
殿
参
ら
れ
候
ゆ
ゑ
、
拙
者

儀
今
日
伝
奏
衆
へ
御
台
様
よ
り
の
御
使
を
相
勤
め
候
間
、
諸
事
宜
し
き
や
う
頼
み
入
る
由
申
す
。
内
匠

殿
、
「
心
得
候
」
と
て
本
座
へ
帰
ら
れ
候
。
そ
の
後
御
白
書
院
の
方
を
見
候
へ
ば
、
吉
良
殿
御
白
書
院

の
方
よ
り
来
り
申
さ
れ
候
ゆ
ゑ
、
ま
た
坊
主
に
呼
び
に
遣
は
し
、
吉
良
殿
へ
そ
の
段
申
し
候
へ
ば
、
承

知
の
由
に
て
こ
の
方
へ
参
ら
れ
候
間
、
拙
者
大
広
間
の
方
へ
出
候
て
角
柱
よ
り
六
、
七
間
も
あ
る
べ
き

所
に
て
双
方
よ
り
出
合
い
、
互
に
立
ち
居
候
て
、
今
日
御
使
の
刻
限
早
く
相
成
り
候
義
を
一
言
二
言
申

し
候
と
こ
ろ
、
誰
や
ら
ん
吉
良
殿
の
後
よ
り
、
「
こ
の
間
の
遺
恨
覚
え
た
る
か
」
と
声
を
懸
け
、
切
り

つ
け
申
し
候
。

そ
の
太
刀
音
は
強
く
聞
こ
へ
候
へ
ど
も
、
後
に
承
り
候
へ
ば
、
存
の
外
切
れ
申
さ
ず
、
浅
手
に
て

こ
れ
あ
り
候
。

我
等
も
驚
き
見
候
へ
ば
、
御
馳
走
人
の
内
匠
頭
殿
な
り
。
上
野
介
殿
、
「
こ
れ
は
」
と
て
後
の
方
へ

ふ
り
む
き
申
さ
れ
侯
と
こ
ろ
を
ま
た
切
り
付
け
ら
れ
候
ゆ
ゑ
、
我
等
方
前
へ
向
き
て
逃
げ
ん
と
せ
ら
れ
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し
所
を
ま
た
二
太
刀
ほ
ど
切
ら
れ
申
し
候
。
上
野
介
殿
そ
の
ま
ま
う
つ
む
き
に
倒
れ
申
さ
れ
候
。

吉
良
殿
倒
れ
候
と
大
方
と
た
ん
に
て
、
そ
の
間
合
は
二
足
か
三
足
ほ
ど
の
事
に
て
組
み
付
き
侯
や

う
に
覚
え
申
し
候
。

右
の
節
、
我
等
片
手
は
内
匠
殿
小
刀
の
鍔
に
あ
た
り
候
ゆ
ゑ
、
そ
れ
共
に
押
し
付
け
す
く
め
申
し
候
。

そ
の
内
に
近
所
に
居
合
せ
申
さ
れ
候
高
家
衆
な
ら
び
に
内
匠
殿
同
役
左
京
殿
な
ど
駆
け
付
け
ら
れ
、
そ

の
ほ
か
坊
共
も
見
及
び
候
と
こ
ろ
に
居
合
せ
候
者
ど
も
追
ひ
追
ひ
に
駆
け
来
り
、
取
り
押
さ
へ
申
し
候
。

…
…
（
中
略
）
…
…
そ
れ
よ
り
内
匠
殿
を
ば
大
広
間
の
後
の
方
へ
何
れ
も
大
勢
に
て
取
り
囲
み
参
り
申

し
候
。
そ
の
節
、
内
匠
殿
申
さ
れ
候
は
、
上
野
介
事
こ
の
間
中
意
趣
こ
れ
あ
り
候
ゆ
ゑ
、
殿
中
と
申
し

今
日
の
事
か
た
が
た
恐
れ
入
り
侯
へ
ど
も
、
是
非
に
及
び
申
さ
ず
、
打
ち
果
た
し
候
由
の
事
を
、
大
広

間
よ
り
柳
之
間
溜
り
、
御
廊
下
杉
戸
の
外
ま
で
の
内
に
、
幾
度
も
繰
返
し
繰
返
し
申
さ
れ
候
。
そ
の
節

の
事
に
て
せ
き
申
さ
れ
候
ゆ
ゑ
、
こ
と
の
ほ
か
大
音
に
て
こ
れ
あ
り
候
。
高
家
衆
は
じ
め
取
り
囲
み
参

り
候
衆
中
、
「
も
は
や
事
済
み
候
間
、
だ
ま
り
申
さ
れ
候
へ
。
あ
ま
り
高
声
に
て
い
か
が
」
と
申
さ
れ

候
へ
ば
そ
の
後
は
申
さ
れ
ず
候
。

こ
の
時
の
事
ど
も
、
後
に
存
じ
出
し
候
に
、
内
匠
殿
心
中
察
し
入
り
候
。
吉
良
殿
を
討
ち
留
め
申

さ
れ
ず
候
事
さ
ぞ
さ
ぞ
無
念
に
あ
り
し
な
ら
ん
と
存
じ
侯
。
誠
に
不
慮
の
急
変
ゆ
ゑ
、
前
後
の
思

慮
に
及
ば
ず
、
右
の
ご
と
く
取
り
扱
ひ
候
事
是
非
な
く
候
。
…
…

（
梶
川
氏
日
記
）

②

年
始
公
家
衆
御
馳
走
人
浅
野
内
匠
頭
は
、
…
…
兼
ね
て
吉
良
と
挨
拶
宜
し
か
ら
ず
。
殊
に
度
々
伝
奏

屋
敷
に
て
も
、
吉
良
は
高
家
年
老
の
人
に
て
、
内
匠
殿
は
年
若
、
尤
も
公
家
衆
な
ど
へ
挨
拶
等
も
い
ま

だ
初
々
し
き
に
よ
り
、
吉
良
を
相
頼
る
と
い
へ
ど
も
、
と
か
く
吉
良
何
と
や
ら
ん
厳
め
し
く
、
内
匠
兼

々
存
じ
よ
ら
る
由
。

然
る
所
に
三
月
十
四
日
公
家
衆
登
城
、
…
…
大
廊
下
千
鳥
の
間
の
先
の
方
へ
吉
良
相
詰
め
罷
り
あ
り
。

内
匠
頭
は
千
鳥
の
間
の
方
よ
り
来
る
。
そ
の
席
を
を
い
て
堪
忍
な
ら
ざ
る
事
に
や
、
惣
じ
て
内
匠
頭
は

気
短
か
な
る
兼
ね
て
人
の
由
、
吉
良
を
見
付
け
て
小
さ
刀
を
抜
き
打
ち
に
眉
間
を
切
る
。
烏
帽
子
に
当

た
り
、
烏
帽
子
の
縁
ま
で
に
て
切
り
止
ま
る
。
時
に
吉
良
横
う
つ
向
き
に
な
る
と
こ
ろ
を
二
の
太
刀
に

ふ
ち

て
背
を
切
る
。
こ
れ
も
刀
の
寸
は
短
く
、
そ
の
身
は
気
せ
き
、
太
刀
先
下
が
り
、
や
や
皮
肉
の
間
ま
で
、

長
さ
は
六
寸
余
も
切
れ
る
。
疵
浅
し
。
額
の
疵
は
骨
に
当
た
り
、
少
々
疵
深
し
。

…
…
吉
良
は
高
家
衆
の
部
屋
ま
で
引
き
取
る
。
当
番
本
道
方
は
津
軽
意
三
、
外
科
方
は
坂
本
養
慶
、

ま
づ
血
を
止
め
療
治
致
す
べ
し
と
大
目
付
衆
よ
り
指
図
こ
れ
あ
り
、
薬
を
用
ゐ
外
治
致
さ
る
と
い
へ
ど

も
、
血
止
ま
ら
ず
元
気
薄
く
な
る
。

こ
れ
に
依
り
、
御
老
中
御
指
図
の
由
に
て
大
目
付
仙
石
丹
波
守
、
公
家
衆
の
内
、
畠
山
下
総
守
へ
申

さ
れ
候
は
、
栗
崎
道
有
を
早
く
召
し
て
療
治
致
す
べ
し
と
の
事
に
付
き
、
畠
山
下
総
守
よ
り
急
ぎ
手
紙

上
封
し
て
御
小
人
目
付
衆
私
宅
へ
右
の
手
紙
持
来
る
由
。
吾
は
そ
の
節
、
神
田
明
神
下
酒
屋
伊
勢
屋
半

七
と
申
す
者
、
癰
腫
を
煩
ひ
療
治
最
中
の
時
、
宿
よ
り
右
の
封
じ
状
急
ぎ
持
ち
来
た
る
。
披
見
す
る
に

よ
う
し
ゆ

只
今
殿
中
に
於
い
て
吉
良
上
野
介
不
慮
の
儀
こ
れ
あ
り
、
手
負
に
付
き
、
大
目
付
仙
石
丹
波
守
指

図
の
ま
ま
申
し
遣
し
候
間
、
早
々
急
ぎ
登
城
こ
れ
あ
る
べ
く
候
。
以
上

三
月
十
四
日

畠
山
下
総
守

栗
崎
道
有
様

右
の
ご
と
く
の
文
言
に
て
封
状
来
る
。
吾
た
だ
ご
と
に
存
ぜ
ず
、
大
勢
手
負
も
こ
れ
あ
り
や
、
ま
づ

急
ぎ
登
城
致
す
と
こ
ろ
に
、
大
手
の
御
門
よ
り
人
止
め
に
て
、
誰
を
も
出
入
ひ
し
と
相
止
む
時
に
、
吾

名
を
申
し
立
て
、
御
用
召
に
て
登
城
致
す
由
申
す
に
付
き
、
相
違
な
く
御
門
々
を
通
る
。
…
…
さ
て
直

ち
に
ま
づ
吉
良
殿
部
屋
ヘ
の
ぞ
き
、
見
分
す
る
に
、
内
外
当
番
の
医
師
、
付
き
添
ひ
居
り
申
さ
れ
ど
も
、
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血
い
ま
だ
止
ま
ず
、
ひ
た
と
生
あ
く
び
出
て
、
…
…

一
、
治
し
方

額

筋
交
眉
間
の
上
の
骨
切
れ
る
。
疵
の
長
さ
三
寸
五
、
六
分
、
熱
湯
に
て
あ
た
た
め
洗
ひ
、

ひ
た
い

す
ぢ
か
ひ

ま
み
や
い

小
針
小
糸
に
て
六
針
縫
ひ
、
直
に
う
す
め
ち
ゃ
を
付
け
ふ
た
に
も
薬
を
付
く
る
。
背
の
疵
浅
し
。
然
れ

ど
も
三
針
縫
ひ
、
仕
掛
け
薬
右
同
断
な
り
。
巻
木
綿
は
幸
い
下
着
の
白
帷
子
を
引
き
さ
き
、
随
分
手
ぎ

は
よ
く
巻
き
包
み
置
き
て
、
…
…
そ
れ
よ
り
吉
良
気
を
し
づ
め
、
湯
呑
所
よ
り
湯
を
取
り
寄
せ
、
茶
碗

に
食
を
入
れ
湯
漬
け
に
し
て
焼
塩
少
々
相
求
め
、
二
碗
湯
漬
け
を
こ
れ
用
ふ
と
、
ひ
と
し
ほ
元
気
常
の

ご
と
く
に
見
え
る
な
り
。
…
…

（
栗
崎
道
有
記
録
）

③

浅
野
内
匠
家
来
口
上

去
年
三
月
、
内
匠
儀
伝
奏
御
馳
走
之
儀
に
付
、
吉
良
上
野
介
殿
へ
意
趣
を
含
み
罷
り
在
り
候
処
、
御

殿
中
に
於
い
て
当
座
遁
れ
難
き
儀
御
座
候
か
、
刃
傷
に
及
び
候
。
時
節
場
所
を
弁
へ
ざ
る
働
き
無
調
法

至
極
に
付
き
、
切
腹
仰
せ
付
け
ら
れ
、
領
地
赤
穂
城
召
上
げ
ら
れ
候
儀
、
家
来
共
迄
畏
れ
入
存
じ
奉
。

上
使
の
御
下
知
を
請
ひ
、
城
地
を
指
上
げ
、
家
中
早
速
離
散
仕
り
候
。
右
喧
嘩
之
節
、
御
同
席
御
抑
留

之
御
方
こ
れ
在
り
、
上
野
介
殿
討
留
め
申
さ
ず
、
内
匠
末
期
残
念
之
心
底
、
家
来
共
忍
び
難
き
仕
合
に

御
座
候
。
高
家
御
歴
々
に
対
し
、
家
来
共
欝
憤
を
挟
み
候
段
、
憚
に
存
じ
奉
り
候
得
共
、
君
父
之
讐
は
、

共
に
天
を
戴
く
べ
か
ら
ざ
る
の
儀
、
黙
止
し
難
く
、
今
日
上
野
介
殿
御
宅
え
推
参
仕
り
候
。
偏
に
亡
主

之
意
趣
を
継
ぎ
候
志
迄
に
御
座
候
。
私
共
死
後
、
若
し
御
見
分
之
御
方
御
座
候
は
ば
、
御
披
見
願
ひ
奉

る
こ
と
、
か
く
の
如
く
に
御
座
候
。
以
上

④

去
年
吉
良
上
野
介
義
央
が
も
と
に
を
し
入
て
、
主
の
た
め
に
報
讐
せ
し
故
浅
野
内
匠
頭
長
矩
が
家
臣

大
石
内
蔵
助
を
初
め
四
十
六
人
の
輩
、
国
禁
を
犯
し
党
を
む
す
び
、
飛
具
を
用
ひ
、
公
を
は
ゞ
か
ら
ず

と
て
共
に
死
を
給
ふ
。
よ
て
兼
て
召
あ
づ
け
ら
れ
し
細
川
越
中
守
綱
利
が
邸
に
は
目
付
荒
木
十
左
衛
門

政
羽
、
使
番
久
永
内
記
信
豊
、
松
平
隠
岐
守
定
直
が
邸
に
は
目
付
杉
田
五
左
衛
門
勝
行
、
使
番
駒
木
根

長
次
郎
政
方
、
毛
利
甲
斐
守
綱
元
が
邸
に
は
目
付
鈴
木
次
郎
左
衛
門
福
一
、
使
番
斎
藤
次
左
衛
門
利
常
、

水
野
監
物
忠
之
邸
に
は
目
付
久
留
十
左
衛
門
正
清
、
使
番
赤
井
平
右
衛
門
時
尹
ま
か
り
の
ぞ
み
、
大
日

付
仙
石
伯
耆
守
久
尚
、
目
付
長
田
甚
左
衛
門
長
視
命
を
つ
た
ふ
。
内
蔵
助
は
じ
め
此
輩
の
子
弟
は
み
な

遠
流
に
処
せ
ら
る
。

表
高
家
吉
良
左
兵
衛
義
周
も
、
そ
の
夜
の
は
か
ら
ひ
よ
か
ら
ず
と
て
、
采
邑
収
公
せ
ら
れ
、
諏
訪
安

藝
守
忠
虎
に
あ
づ
け
ら
る
。
（
日
記
）

（
越
中
守
綱
利
に
あ
づ
け
ら
れ
し
は
、
大
石
内
蔵
助
、
…
…
。
隠
岐
守
定
直
に
預
ら
れ
し
は
内
蔵
助
が

子
主
税
、
…
…
。
甲
斐
守
綱
元
に
預
ら
れ
し
は
岡
島
八
十
右
衛
門
、
…
…
。
監
物
忠
之
に
預
ら
れ
し
は

間
十
次
郎
、
…
…
。
以
上
四
十
六
人
な
り
。

さ
て
も
此
一
公
案
む
か
し
よ
り
区
々
の
私
言
や
ま
ず
。
其
故
は
、
か
ゝ
る
忠
義
の
輩
を
褒
顕
せ
ら
る

ゝ
ま
で
は
な
く
と
も
、
常
人
の
刑
を
も
て
、
結
党
の
科
に
処
せ
し
め
ら
れ
し
事
、
人
ご
と
に
い
か
に
も

口
惜
き
事
な
り
と
て
な
り
。
そ
は
当
時
も
、
其
義
を
賞
し
て
助
命
せ
ん
と
い
ふ
も
あ
り
。
又
は
此
輩
が

主
の
た
め
に
せ
し
を
も
て
、
助
ら
れ
ん
に
於
て
は
、
此
後
罪
蒙
り
し
も
の
ゝ
臣
子
報
讐
を
名
と
し
、
ひ

が
ふ
る
ま
ひ
し
て
、
大
乱
を
引
出
す
も
と
ひ
と
な
る
ま
じ
き
に
も
あ
ら
ず
と
い
ふ
も
あ
り
。
在
朝
諸
大

臣
の
議
一
決
せ
ざ
り
し
か
ば
、
日
光
門
主
公
弁
法
親
王
に
議
せ
ら
れ
し
に
、
か
れ
ら
年
月
身
を
く
る
し

め
思
ひ
を
焦
し
、
主
の
仇
を
報
ぜ
し
は
さ
る
事
な
が
ら
、
そ
の
志
は
は
や
成
り
ぬ
。
今
は
こ
の
世
に
思

ひ
の
こ
す
事
な
け
れ
ば
、
公
の
刑
に
身
を
ま
か
せ
奉
ら
ん
と
こ
ひ
出
ぬ
る
上
は
、
今
さ
ら
そ
の
罪
を
ゆ

る
し
給
ふ
と
も
、
彼
等
再
び
他
家
に
身
を
よ
せ
、
二
君
に
仕
ふ
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
あ
た
ら
忠
義
の
士

を
、
山
林
窮
谷
に
飢
餓
せ
し
め
ん
よ
り
は
、
公
よ
り
武
士
の
道
を
た
て
ゝ
死
を
た
ま
は
ら
ん
に
は
、
彼
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等
が
志
も
空
し
か
ら
ず
、
公
の
刑
法
も
正
し
く
、
か
れ
も
こ
れ
も
事
か
ゝ
ず
、
天
下
の
公
論
た
る
べ
し

と
定
ら
れ
し
か
ば
、
み
な
こ
の
義
言
に
決
し
た
り
と
い
へ
り
。
…
…
）

（
『
徳
川
実
紀
』
元
禄
一
六
年
二
月
四
日
条
）

＊
『
徳
川
実
紀
』
は
江
戸
幕
府
が
編
纂
し
た
徳
川
家
の
歴
史
。
全
五
一
六
巻
。
文
化
六
年
（
一
八
〇

九
）
着
手
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
成
立
。

⑤
小
野
寺
十
内
か
ら
妻
へ
の
手
紙
（
内
匠
頭
刃
傷
の
翌
月
）

…
…
我
等
は
存
じ
の
通
り
当
家
の
初
め
よ
り
小
身
な
が
ら
、
今
ま
で
百
年
御
恩
沢
に
て
お
の
お
の
を

養
ひ
、
身
あ
た
た
か
に
暮
し
申
し
候
。
今
の
内
匠
殿
に
は
格
別
の
御
情
け
に
は
預
ら
ず
候
へ
ど
も
、
代

々
御
主
人
く
る
め
て
百
年
の
報
恩
、
ま
た
は
身
不
肖
に
て
も
一
族
日
本
国
に
多
く
候
に
、
か
や
う
の
時

に
う
ろ
つ
き
て
は
家
の
傷
、
一
門
の
面
汚
し
も
面
目
な
く
候
ゆ
ゑ
、
節
に
至
ら
ば
い
さ
ぎ
よ
く
死
ぬ
べ

し
と
た
し
か
に
思
ひ
極
め
申
し
候
。
老
母
を
忘
れ
妻
子
を
思
は
ぬ
に
て
は
な
け
れ
ど
も
、
武
士
の
義
理

に
命
を
捨
つ
る
道
、
是
非
に
お
よ
び
申
さ
ず
候
。
合
点
し
て
深
く
な
げ
き
給
ふ
べ
か
ら
ず
。
母
御
人
様

い
く
ほ
ど
の
間
も
有
る
ま
じ
く
候
ま
ま
、
い
か
や
う
と
も
し
て
御
臨
終
を
見
届
け
給
は
る
べ
く
候
。
年

月
の
心
入
れ
に
て
如
才
有
る
べ
し
と
は
露
ち
り
思
は
ず
、
申
す
に
及
ば
ず
候
へ
ど
も
頼
み
ま
ゐ
ら
せ
候
。

…
…

四
月
十
日
（
元
禄
十
四
年
）

十
内

お
た
ん
ど
の

⑥
大
高
源
五
か
ら
母
へ
の
手
紙
（
討
ち
入
り
の
三
ヶ
月
前
）

…
…
武
士
の
道
を
た
て
候
て
御
主
の
仇
を
む
く
ひ
申
す
ま
で
に
て
、
ま
っ
た
く
天
下
へ
対
し
奉
り
御

恨
み
申
し
上
ぐ
る
に
て
御
座
無
く
候
。
然
れ
ど
も
、
い
か
な
る
思
し
召
し
御
座
候
て
、
天
下
へ
御
恨
み

申
し
上
げ
た
る
も
同
前
に
て
、
我
々
ど
も
の
親
・
妻
子
御
た
た
り
御
座
候
と
て
も
、
力
及
び
申
さ
ず
候
。

万
一
さ
や
う
の
事
に
成
り
候
は
ば
、
か
ね
て
仰
せ
ら
れ
候
通
り
、
何
分
に
も
上
よ
り
の
御
下
知
の
通
り
、

尋
常
に
御
覚
悟
成
ら
る
べ
く
候
。
御
早
ま
り
候
て
御
身
を
我
と
御
あ
や
ま
ち
成
ら
れ
候
御
事
な
ど
、
く

れ
ぐ
れ
有
る
ま
じ
き
御
事
に
て
候
ま
ま
、
必
ず
必
ず
さ
や
う
に
御
心
得
成
ら
れ
候
べ
く
候
。
…
…
あ
っ

ぱ
れ
我
々
兄
弟
は
侍
の
冥
利
に
叶
ひ
申
し
た
る
儀
と
、
浅
か
ら
ぬ
本
望
に
存
じ
奉
り
候
。
…
…
私
三
十

一
、
幸
右
衛
門
二
十
七
、
九
十
郎
二
十
三
、
い
づ
れ
も
い
づ
れ
も
屈
強
の
者
ど
も
に
て
候
。
た
や
す
く

本
望
を
遂
げ
、
亡
君
の
御
心
を
安
め
奉
り
、
未
来
閻
魔
の
金
札
の
土
産
に
供
へ
申
す
べ
く
候
ま
ま
、
御

心
安
く
思
し
召
し
、
た
だ
た
だ
御
息
災
に
て
何
事
も
時
節
を
御
待
ち
成
ら
る
べ
く
候
。
御

齢

も
い
た
ふ

よ
は
ひ

御
傾
き
、
い
く
ほ
ど
あ
る
ま
じ
き
御
身
に
さ
ぞ
御
心
細
く
、
便
り
も
あ
ら
ぬ
か
た
に
乏
し
く
、
月
日
を

御
凌
ぎ
遊
ば
し
候
は
ん
と
存
じ
奉
り
候
へ
ば
、
い
か
ば
か
り
心
憂
く
候
へ
ど
も
、
そ
の
段
力
及
び
申
さ

ず
候
。
…
…
幸
ひ
か
な
御
法
体
の
御
身
に
て
御
座
候
へ
ば
、
こ
の
後
い
よ
い
よ
も
つ
て
仏
の
御
勤
め
の

み
に
て
憂
さ
も
辛
き
も
御
紛
れ
ま
し
ま
し
、
未
来
の
事
、
朝
暮
れ
に
御
忘
れ
な
く
、
世
も
穏
や
か
に
御

座
候
は
ば
、
寺
へ
も
節
々
御
参
り
遊
ば
し
候
べ
く
候
。
ひ
と
つ
は
御
歩
行
御
養
生
に
も
成
り
申
し
候
べ

く
候
。
乳
母
に
も
あ
き
ら
め
候
や
う
に
、
よ
く
仰
せ
ら
れ
下
さ
る
べ
く
候
。
か
し
く
。

壬

元
禄
十
五

年

九
月
五
日

大
高
源
五

午

母
御
人
様

進
上
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♂

♂

大
高
源
五

貞
立
尼

幸
右
衛
門

↓

小
野
寺
十
内

幸
右
衛
門

丹

♂

岡
野
金
右
衛
門

♀

（
九
十
郎
）

⑦

十
七
人
衆
切
腹
相
済
申
候
。
…
…
扨
後
に
場
所
清
メ
申
た
め
真
蔵
院
へ
御
奉
行
所
よ
り
申
参
候
得
共
、

不
能
其
儀
候
。
…
…
「
十
七
人
の
勇
士
共
ハ
御
屋
敷
の
能
キ
守
神
」
と
被
為
思
召
候
と
の
御
意
承
候
。

…
…
残
ル
御
三
人
様
に
て
ハ
場
所
を
清
メ
申
候
由
。
…
…
其
後
御
心
安
キ
御
客
様
御
出
之
節
、
切
腹
の

場
所
を
「
名
所
に
て
候
」
と
御
挨
拶
被
成
候
と
及
承
候
。

（
堀
内
伝
右
衛
門
筆
記
）

⑧

次
ノ
間
ニ
て
若
衆
之
咄
し
に
矢
頭
右
衛
門
七
と
申
者
十
何
歳
ニ
か
成
申
候
。
江
戸
は
し
め
て
ニ
て
候
。

礒
貝
十
郎
左
衛
門
引
廻
し
申
候
。
彼
も
の
親
は
京
都
に
お
ゐ
て
病
死
仕
候
。
果
候
刻
右
衛
門
七
へ
申
聞

候
ハ
、
「
内
々
内
蔵
助
と
申
合
た
る
事
志
を
不
遂
果
候
之
義
不
及
是
非
次
第
な
り
。
汝
志
を
つ
き
候

へ
」
と
申
候
ヘ
ハ
奉
得
其
意
候
由
ニ
て
今
般
の
列
に
加
り
申
候
。
叔
父
ハ
越
後
之
太
守
松
平
大
和
守
様

御
家
中
ニ
居
申
候
。
是
ニ
母
を
預
候
て
母
子
を
も
道
中
荒
井
迄
参
候
処
、
若
輩
と
申
初
旅
故
女
切
手
を

持
参
仕
候
事
を
不
存
荒
井
よ
り
立
帰
申
候
。

（
堀
内
伝
右
衛
門
筆
記
）

⑨
赤
穂
少
年
義
士
の
実
像
追
う

１
２
月
に
前
橋
文
学
館
で
企
画
展

忠
臣
蔵
で
有
名
な
赤
穂
四
十
七
士
で
、
１
７
歳
の
若
さ
で
討
ち
入
り
し
た
矢
頭
右
衛
門
七
教
兼
（
や
と

う
え
も
し
ち
の
り
か
ね
）
を
テ
ー
マ
に
し
た
企
画
展
が
１
２
月
、
前
橋
文
学
館
（
前
橋
市
千
代
田
町
）
で

開
か
れ
る
。
近
く
の
大
蓮
寺
に
右
衛
門
七
の
母
の
墓
が
あ
る
縁
で
、
地
元
の
歴
史
研
究
家
ら
が
初
め
て
企

画
。
各
地
に
残
る
わ
ず
か
な
資
料
か
ら
、
短
い
生
涯
を
駆
け
抜
け
た
少
年
義
士
の
実
像
に
迫
る
。

●
四
十
七
士
・
矢
頭
右
衛
門
七
教
兼

右
衛
門
七
の
父
は
、
赤
穂
藩
で
浅
野
内
匠
頭
か
ら
勘
定
方
（
財
務
担
当
）
を
任
さ
れ
て
い
た
矢
頭
長
助

教
照
（
や
と
う
ち
ょ
う
す
け
の
り
て
る
）
。
右
衛
門
七
も
内
匠
頭
に
か
わ
い
が
ら
れ
、
討
ち
入
り
の
４
カ

月
前
に
亡
く
な
っ
た
長
助
の
遺
志
を
継
ぎ
、
大
石
内
蔵
助
に
直
訴
し
て
吉
良
邸
討
ち
入
り
（
１
７
０
２

年
）
に
加
わ
っ
た
と
い
う
。
翌
年
に
切
腹
し
、
ほ
か
の
義
士
と
と
も
に
東
京
・
泉
岳
寺
に
葬
ら
れ
て
い
る
。

右
衛
門
七
の
死
後
、
母
る
い
と
妹
３
人
は
縁
戚
に
当
た
る
松
平
家
の
家
臣
団
に
身
を
寄
せ
た
。
松
平
家

の
前
橋
転
封
（
１
７
４
９
年
）
に
伴
い
前
橋
に
移
っ
て
き
た
と
み
ら
れ
、
３
年
後
に
死
去
し
大
蓮
寺
に
眠

っ
て
い
る
。
る
い
の
墓
は
１
９
４
５
年
の
前
橋
空
襲
で
破
損
し
た
た
め
、
戦
後
復
元
し
た
墓
と
と
も
に
敷

地
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
…
…

（
平
成
二
五
年
七
月
一
六
日

上
毛
新
聞
）


